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(57)【要約】

【課題】誤嚥を引き起こし易い高齢者、脳内循環器疾患

罹患者、認知症者にとって誤嚥により惹起する嚥下性肺

炎は生命を脅かす大きな原因といえる。誤嚥を可能な限

り防止し回避する為の摂食時上半身前方傾斜及びそれに

伴う頚部前方傾斜屈位姿勢を安定してサポートする摂食

時に使用する椅子を提供する。

【解決手段】誤嚥を可能な限り防止し回避する姿勢とし

ての上半身前方傾斜及び頚部前方傾斜屈位の座位姿勢を

とる着座者にとっての安全、安定した上半身のサポート

を得られる最も適したサポート部位を設定した。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

誤 嚥 を 防 止 し 又 回 避 す る た め の 摂 食 時 姿 勢 と し て の 着 座 摂 食 者 の 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 を 得

ら れ 且 つ 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 を 安 定 維 持 し 得 る 椅 子 。

【 請 求 項 ２ 】

誤 嚥 を 防 止 し 又 回 避 す る た め の 摂 食 時 姿 勢 と し て の 着 座 摂 食 者 の 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 を 得

る 為 の 着 座 者 背 部 に あ て が う 装 着 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

摂 食 時 に 於 け る 誤 嚥 に よ る む せ 、 咳 き 込 み を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 す る 為 の 摂 食 時 の 上 半

身 前 方 傾 斜 に 伴 っ た 頚 部 前 傾 屈 位 姿 勢 を 得 ら れ る 椅 子 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 、 誤 嚥 し に く い 摂 食 時 姿 勢 と し て 頚 部 前 屈 位 姿 勢 に よ る ９ ０ 度 の 座 位 姿 勢 角 度 で の 摂

食 が 推 奨 さ れ 、 摂 食 時 に 於 い て は 直 角 に 近 い 背 凭 れ 角 度 の 椅 子 が 使 用 さ れ て い た 。 誤 嚥 防

止 、 回 避 の 為 の 円 滑 な 嚥 下 姿 勢 に 関 す る 調 査 結 果 よ り 得 ら れ た 誤 嚥 を 防 止 、 回 避 し 得 る 上

半 身 前 方 傾 斜 に 伴 う 頚 部 前 傾 屈 座 位 姿 勢 に 関 し て の 医 学 文 献 記 述 は な く 又 上 半 身 前 方 傾 斜

姿 勢 を 安 定 維 持 さ せ る 為 の 専 用 の 椅 子 は 存 在 し な か っ た 。

【 非 特 許 文 献 １ 】 向 井 美 恵 著 ： 老 年 者 の 摂 食 ・ 嚥 下 機 能 障 害 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ． 歯 界

展 望 ， ９ １ （ ２ ） ， Ｐ ． ３ ０ ９ － ３ １ ８ ， １ ９ ９ ８ 年 。

【 非 特 許 文 献 ２ 】 才 籐 栄 一 著 ： 老 年 者 の 摂 食 ・ 嚥 下 障 害 の 評 価 法 と 訓 練 の 実 際 ． 歯 界 展 望

， ９ １ （ ３ ） ， Ｐ ． ６ ４ ９ － ６ ５ ６ ， １ ９ ９ ８ 年 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

摂 食 時 に 於 け る 推 奨 姿 勢 と さ れ て い る ９ ０ 度 座 位 、 頚 部 前 屈 姿 勢 で の 摂 食 は 人 体 が 摂 食 の

為 に 無 意 識 に 行 っ て い る 自 然 な 摂 食 時 姿 勢 と は 程 遠 く 、 ９ ０ 度 座 位 姿 勢 で の 頚 部 前 屈 位 で

の 嚥 下 は 咽 頭 部 筋 群 へ の 負 担 が 多 い 事 か ら 結 果 と し て 誤 嚥 に よ る む せ や 咳 き 込 み の 頻 度 、

程 度 は 多 く 又 酷 か っ た 。 ９ ０ 度 座 位 姿 勢 で の 摂 食 は 頚 部 の 後 方 伸 展 を 引 き 起 こ し 易 く 重 大

な 誤 嚥 事 故 を 招 く お そ れ が あ り 、 そ れ を 解 決 す る 為 の 頭 部 の 固 定 は 、 食 べ 物 の 口 腔 内 搬 入

時 で の 頭 部 の 後 方 移 動 が 制 限 さ れ て い る 事 に よ り 、 摂 食 困 難 な 状 態 を 作 り 出 し て い た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 構 成 が 有 し て い た 上 記 問 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 摂

食 時 の 際 の 嚥 下 の 為 の 最 も 効 率 の 良 い 円 滑 な 嚥 下 姿 勢 で あ る 上 半 身 前 方 傾 斜 に 伴 う 頚 部 の

自 然 な 前 傾 屈 位 姿 勢 を と ら せ 又 そ の 摂 食 時 姿 勢 を 安 定 し て 維 持 さ せ る 事 に よ り 誤 嚥 に よ る

む せ 、 咳 き 込 み を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 さ せ よ う と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 着 座 摂 食 時 に 於 け る 誤 嚥 を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 さ せ

得 る 上 半 身 前 方 傾 斜 に 伴 う 頚 部 前 傾 屈 位 姿 勢 を 得 ら れ 且 つ 着 座 者 の 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 を

安 定 維 持 す る た め の 前 傾 し た 角 度 を 有 す る 背 凭 れ を 設 け た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 は 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 着 座 摂 食 者 の 上 半 身 及 び 頭 部 の 後 方 移 動 を 制 限 す る 為

の 肩 甲 骨 部 を 安 定 維 持 及 び 固 定 す る た め の 背 凭 れ の 形 状 の 設 定 及 び 前 傾 背 凭 れ 角 度 が 簡 単

な 操 作 で 得 ら れ る 事 に よ る 摂 食 前 の 容 易 な 着 座 、 摂 食 後 の 寛 ぎ の 為 の 背 凭 れ の 後 方 方 向 へ

の 背 凭 れ 角 度 が 自 在 変 更 し 得 る 装 置 を 設 け た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 は 着 座 摂 食 時 に 於 け る 誤 嚥 を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 さ せ 得 る 上 半 身 前 方 傾 斜 で の 摂

食 姿 勢 を 作 り 出 す た め の 着 座 者 の 上 半 身 背 部 に あ て が う ク ッ シ ョ ン の 形 状 の 装 着 具 を 設 け
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た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

従 来 誤 嚥 し に く い と 推 奨 さ れ て い た 頚 部 屈 曲 、 ９ ０ 度 座 位 姿 勢 と 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 に 伴

う 自 然 な 頚 部 前 方 傾 斜 姿 勢 で の 要 食 事 介 護 者 ２ 名 お よ び ７ 名 の 脊 柱 整 体 師 に よ る 比 較 調 査

、 モ ニ タ リ ン グ 調 査 の 結 果 、 発 明 し た 誤 嚥 防 止 用 の 前 方 傾 斜 姿 勢 で の 摂 食 に 於 い て は 誤 嚥

に よ る む せ の 回 数 が １ ／ ５ 乃 至 １ ／ １ ０ に 激 減 し 、 咳 き 込 み 回 数 も １ ／ ４ に 減 少 し た 。 誤

嚥 に よ る 食 事 中 断 回 数 の 減 少 に よ り 食 事 時 間 も ２ ６ 乃 至 ３ ０ ％ 短 縮 さ れ た 事 で 食 事 介 護 者

の 労 働 力 、 時 間 、 心 身 の ス ト レ ス の 軽 減 が 実 現 し た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

上 半 身 前 方 傾 斜 に よ る 摂 食 時 姿 勢 を 安 定 維 持 さ せ 且 つ 頚 部 後 方 伸 展 に よ る 誤 嚥 事 故 防 止 の

た め の 着 座 摂 食 者 の 肩 甲 骨 部 の 固 定 に よ り 頚 部 後 方 伸 展 は 制 限 さ れ た 事 で 誤 嚥 ト ラ ブ ル は

解 消 さ れ た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

発 明 に よ る 最 大 の 効 果 と し て 誤 嚥 に よ る む せ や 咳 き 込 み 回 数 、 程 度 の 顕 著 な 軽 減 は 誤 嚥 に

よ り 惹 起 す る 嚥 下 性 肺 炎 発 症 の 予 防 、 抑 制 に 大 き く 貢 献 し て い る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 状 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

図 １ は 誤 嚥 を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 さ せ る 為 の 着 座 摂 食 時 の 姿 勢 で あ る 。

図 ３ 及 び 図 ５ は 発 明 し た 前 傾 角 度 を 有 す る 背 凭 れ 角 度 、 背 凭 れ 箇 所 設 置 で の 摂 食 時 の 座 位

姿 勢 で あ り 実 施 例 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ３ 】

誤 嚥 を 防 止 、 回 避 す る 為 の 着 座 摂 食 者 の 前 方 傾 斜 姿 勢 そ し て こ の 姿 勢 に 伴 う 頚 部 前 方 傾 斜

屈 位 姿 勢 で の 摂 食 時 に 於 け る 口 腔 内 へ の 食 べ 物 の 搬 入 動 作 は 図 １ か ら 図 ２ の ａ の 動 き を す

る 事 で 食 物 を 着 座 し て 摂 食 す る 者 の 口 腔 内 に 円 滑 に 取 り 込 む 事 が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

こ の 誤 嚥 を 防 止 、 回 避 す る 為 の 上 半 身 の 前 方 傾 斜 姿 勢 は 図 ２ ｂ の よ う な 頚 部 の 過 度 な 後 方

傾 斜 と い う 重 大 な 誤 嚥 事 故 を 引 き 起 こ す 姿 勢 を 生 む こ と の な い 図 ２ ａ か ら 図 １ へ と 自 然 に

復 帰 さ れ る 摂 食 時 脊 柱 姿 勢 角 度 及 び 肩 甲 骨 部 で の 背 凭 れ に よ る 制 御 さ れ た 状 態 と な っ て い

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

図 ２ ｂ へ の 頚 部 の 後 方 傾 倒 を 更 に 防 止 す る 為 に 前 述 し た 前 方 傾 斜 姿 勢 に 加 え 図 ３ ｅ に 設 け

た 肩 甲 骨 部 を 広 く サ ポ ー ト し 且 つ 上 半 身 及 び 頚 部 の 後 方 へ の 移 動 を 制 限 す る 機 能 を 有 す る

背 凭 れ が 図 ２ ｂ の 状 態 を 防 止 、 抑 制 す る 。 背 凭 れ 位 置 が 図 ３ ｃ 或 い は 図 ３ ｄ と 簡 単 な 操 作

で 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

図 ４ は テ ー ブ ル を 加 え た 実 施 例 で あ り 、 着 座 者 は 座 部 水 平 状 態 且 つ 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 が

安 定 維 持 さ れ て お り 又 着 座 者 の 両 足 底 は 完 全 に 接 床 、 前 方 傾 斜 に 伴 う 着 座 者 の 肘 部 よ り 上

肢 先 端 部 は 図 ４ の ご と く テ ー ブ ル に 接 し て い る こ と に よ り 着 座 姿 勢 は 更 に 安 定 を 得 て い る

。

【 ０ ０ １ ７ 】

誤 嚥 を 防 止 、 回 避 す る 為 の 上 半 身 前 方 傾 斜 姿 勢 を 維 持 す る 為 に 摂 食 の 際 に 図 ５ の よ う な 形

状 の パ ッ ド 或 い は ク ッ シ ョ ン を 着 座 摂 食 者 の 背 部 に あ て が う 事 で 摂 食 時 上 半 身 前 方 傾 斜 姿

勢 が 安 定 し て 維 持 し 得 る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ８ 】

誤 嚥 を 比 較 的 引 き 起 こ し 易 い 高 齢 者 等 も 利 用 す る 飲 食 物 提 供 施 設 に 発 明 し た 摂 食 時 用 椅 子

を 設 置 す る 事 に よ り 利 用 す る 高 齢 者 や 高 齢 者 を 同 伴 し た い と 希 望 す る 側 に と っ て 安 心 し て
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利 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

誤 嚥 を 引 き 起 こ し 易 い 高 齢 者 、 認 知 症 者 、 脳 内 循 環 器 疾 患 罹 患 者 及 び 介 護 を 要 す る 人 達 等

の 多 い 医 療 機 関 、 高 齢 者 収 容 施 設 、 要 介 護 者 収 容 施 設 で の 摂 食 時 の 誤 嚥 の 防 止 、 抑 制 を 実

現 さ せ 又 食 事 介 護 に 従 事 者 の 介 護 労 力 、 心 身 の ス ト レ ス 軽 減 、 時 間 の 短 縮 が 得 ら れ る 。

誤 嚥 に よ る む せ や 咳 き 込 み 回 数 の そ の 程 度 の 顕 著 な 軽 減 は 誤 嚥 に よ り 惹 起 す る 嚥 下 性 肺 炎

の 予 防 、 抑 制 に 貢 献 す る も の と 考 え ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 誤 嚥 を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 し 得 る 着 座 者 の 摂 食 時 に 於 け る 各 座 位 姿 勢

を 示 す 人 体 側 面 図 。

【 図 ２ 】 摂 食 中 に 於 け る 頚 部 、 頭 部 の 移 動 図 。

【 図 ３ 】 誤 嚥 を 可 能 な 限 り 防 止 、 回 避 し 得 る 摂 食 時 座 位 姿 勢 時 の 前 方 傾 斜 し た 背 凭 れ 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の テ ー ブ ル と 椅 子 及 び 着 座 者 の 全 体 側 面 図 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 と し て の 背 凭 れ と 着 座 者 と の 間 に 設 置 す る ク ッ シ ョ ン を 挿 入 し た

際 の 側 面 図 。

【 図 ６ 】 着 座 者 の 背 部 に あ て が う ク ッ シ ョ ン 全 体 図

【 符 号 の 説 明 】

ａ 　 口 腔 内 に 食 物 を 搬 入 時 及 び 咀 嚼 し 嚥 下 す る 前 段 階 ま で の 頭 の 位 置

ｂ 　 厳 し い 誤 嚥 を 引 き 起 こ し 易 い 危 険 な 頭 の 位 置

ｃ 　 摂 食 時 背 凭 れ 角 度

ｄ 　 摂 食 後 及 び 着 座 時 の 背 凭 れ 角 度

ｅ 　 肩 甲 骨 部 を 確 実 に サ ポ ー ト し 、 上 半 身 及 び 頚 部 の 後 方 へ の 移 動 を 制 限 す る 為 の 前 方 に

凸 形 状 の 背 凭 れ 部 位

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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